
新規就農先輩の軌跡 №66   <2015(H27) 4月掲載>  

新規就農者の素顔 農業経営の状況（現在） 

氏名：浅川 元子 

住所：兵庫県明石市 

就農地：神戸市西区平野町 

年齢：４６歳 

農地：１９a（借地１９a） 

施設：無  

経営内容： 

・アスパラガス１０a

・その他露地野菜（約２０種類）９a

労働力：本人 

出荷先：直売所、飲食店、仲卸他 

就農から現在まで 就農で良かった点、苦労した点 

2009 年 離職 

2009 年 神戸市西区のトマト農家で２年間

半農業研修 

2012 年 就農 

2015 年 現在に至る 

○良かった点

 良いものを作れた時の喜び、それを評価

してもらった時の満足感。

 考え、工夫し、身体を動かせばそれに見

合った結果が出てくること。

○苦労した点

 研修中とは時間も経費も体力も、予定を

はるかに上回る程必要だった点。

農業をめざした動機 後輩へ贈る言葉 

起業しようと思った時に「どうせ苦労するな

ら好きな事でないと頑張り続けることは出

来ない」と考えて、食べる事に関わる事にし

ました 

ほぼ日刊イトイ新聞の『今日のダーリン』

からの引用ですが、自分にカツを入れたい時

に見ている文章です。 

「いつできる」は約束できないけれど、「い

まはじめる」は、「いまできる」ことだし、

「夢」とやらを、「できること」に千切って、

「できる順番」にやっていくことならできそ

うです。 

キミが龍馬やジョブズを語ってる間に誰

かがはじめている。 

ズッキーニの収穫 


